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はじめに
盛岡短期大学部国際文化学科では数年前から学生の英語力向
上を促進させる試みの一つとして、ReadillgMarathon（以下、
リーディングマラソンと表記）を実施している。外国語学習に
おける多読の効果は、これまでに多くの研究者によって検証さ
れている。
昨年度までの数年間において、リーディングマラソン・プロ
グラムの中で行ってきたことは、主に次のようなものである。
１
２
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英語表現を担当する教員が授業の111で活用していた。
授業外でもリーディングマラソン室に積極的に行くよう
学生たちに促し､ＴＡを活用して、教材の貸し出し、および
返却にかかわる業務に従事してもらった。
卒業時に一番多くの本をリーディングマラソン室から借
りた学生を表彰していた。
今年行ったあらたな試み
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「顔｣の見えるリーディングマラソン室へ一新：今年新
しく採用したアルバイト生（本学総合政策学部４年生）を
新入生全員に紹介した。そのアルバイト生に自己紹介カー
ドを作ってもらい、リーディングマラソン室の存在とプロ
グラムを新入生全員に周知徹底した。
蔵書内容の充実：数年前に購入した本でかなり痛んだも
のがあれば、紛失されて本の数が減っていたこともあり、
今年新しく本を約８０冊購入｡最近映画で放映された作品
も教材になっていたので､純文学作品のみならず､いろい
ろなジャンルや伝記も取り揃えた。
分野横断的な教員の連携：今まで英語表現を担当してい
た教員が中心になってリーディングマラソンへの学生の
参加を促していたが、西洋系専|Ⅲl科||や多文化共生論､現
代女性論を担当する教員も、授業の中で、学生にリーディ
ングマラソンに参加するよう促した。多角的方面から学生
にリーディングマラソンへの参加を奨励することができ
た｡学科全体として本プログラムを重視する姿勢を示した。
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教員による推薦書で啓蒙活動：「今月のお勧め作品」を毎
月ポスターにしてリーディングマラソン室に貼った｡そこ
には､英語以外の科目を担当している教員からのお勧め作
雌も提示した。例えば、専門科目において、教員が教えて
いる内容と連動するようにポスター内容を工夫したこと
で､授業内外における発展学習を促進した。時には難度の
高い作品も含め、ボスター紹介することで､短大生が知っ
ておくべき作品や作家､歴史的出来事に関する内容につい
て、啓蒙活動を兼ねることができた。
大学広報活動との連携：６月に実施されたオープンキャ
ンパスに合わせて、リーディングマラソン室のディスプレ
イを変え、在学生が高校生を案内した｡大学見学者にリー
ディングマラソン室を案内することで､在学生はより主体
的に内容を瑚獅し、熱心に取り組むようになった。
全員参加型のリーディングマラソンへ：学生が自主的に
思考し、プログラムに積極的に参加することを目指し、学
生対象に「リーディングマラソンをもっとよくしよう！」
という提案書を募集した｡貸し出し数が若干減り始めた時
期において学生からアイディアを募ることにより、学生の
関心が戻り、リーディングマラソンが習慣化していった。
学生のアイディアで返却遅延問題の解決：学生からのア
イディアを採用し、返却ボックスを設置した。履修時間数
が多い短大生にとって、返却時間が長くなったことは、大
いなる利便性をもたらし､返却遅延解決に効果的であった。
ネイティブのCOnversationPartnerを活用：カナダ出
身の留学生をCCI,versatioI,Partnerとしてリー ディング
マラソンの実施日時に常駐してもらうことで､学生は同年
代のネイティブと英会話を実践することが可能になった。
本の貸出返却という実務的なことから､文化的な会話まで、
より幅広く、学生の興味関心に沿うように充実化した。
ECCとの連携：短大生がI‘|主的に始めた英語サークルECC
（EnglishConversationClub)と連携し、季節行事を同時
開催することで､英語活動や留学情報の交換が活性化した。
貸出状況のデータ化と個人指導への応用：毎週末と月末
に貸し出し簿を確認しデータ化することによって､貸出冊
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